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要約：ダイズの器官別乾物重やそれぞれの器官の乾物重が総乾物重に占める割合（器官率）について，器官
間あるいは総乾物重との間に一定の関係があるのかを明らかにすることを目的とした。1999 年はタマホマ
レ，2002 年はタマホマレ，東山 69 号，Peking を供試し，様々な総乾物重のサンプルを得るために遮光お


























































　ダイズ品種タマホマレを供試し，6 月 16 日に島根県松
江市の排水良好な水田転換畑に条間 60 cm, 株間 15 cm で
播種した。6 月 7 日に苦土石灰 66.7 g m－2 を施用し，6 月
14 日に窒素 1.05 g m－2（硫安），リン酸 7.0 g m－2（過リン酸
石灰），カリ 7.0 g m－2（塩化カリ）を施用した。病害虫防
除および潅水は適宜行った。
　開花盛期（R2：最上位 2 節のうち 1 節で開花が認められ
た時期）16） の 8 月 7 日に株間 30 cm（弱間引き区）と 60 cm
（強間引き区）に間引いた区，8 月 11 日に白色寒冷紗（ク















プル個体をラベリングし，R2 以降 R8 まで 2-3 日毎に，落
葉や落莢といった落下器官のサンプリングも行った。落下
器官は黄化もしくは褐変し，軽く触れただけで脱落するも
のを採取した。これらは 80℃の通風乾燥機で 24 時間乾燥
後保存し，最終の乾物重に算入した。
　⑵　2002年






日に苦土石灰 90.9 g m－2 を施用し，5 月 25 日に基肥として
窒素 2.1 g m－2（硫安），リン酸 7.0 g m－2（過リン酸石灰），カ
リ 7.0 g m－2（硫酸カリ）を施用した。タマホマレおよび東
山 69 号は 6 月 8 日に圃場に播種した。タマホマレは条間
60 cm 株間 20 cm, 東山 69 号は条間 60 cm 株間 10 cm とし
た。Peking は種子が少なかったため，6 月 5 日に水田土
壌を充填した 200 穴プラグトレーに 1 穴 1 粒ずつ播種し，
6 月 15 日に条間 60 cm 株間 10 cm で圃場に移植した。
　全ての品種に対し，R2 に開花期以降の生長量を変化さ
せるための間引きもしくは遮光処理を行った。東山 69 号
は 7 月 21 日に，タマホマレと Peking は 7 月 27 日に間引
き処理を行い，東山 69 号は株間 20 cm（弱間引き区）お
よび 40 cm（強間引き区），タマホマレは株間 40 cm（弱間
引き区）および 80 cm（強間引き区），Peking は株間 20 cm
（弱間引き区）をそれぞれ設けた。また，間引きを行って
いない区について東山 69 号と Peking は 7 月 28 日，タマ
ホマレは 8 月 3 日に，1999 年と同様の中遮光区および強
遮光区を設けた。試験区面積は 1 反復につき，対照区は 3.0 
m×2.0 m（6.0 m2，5 条），遮光区は 2.4 m×2.0 m（4.8 m2，








粒品種であるタマホマレと東山 69 号は 7.3 mm の中粒ダ






浜町の排水良好な水田で行った。4 月 29 日に苦土石灰 90.9 
g m－2 を施用し，5 月 3 日に窒素 1.0 g m－2（硫安），リン酸
7.0 g m－2（過リン酸石灰），カリ 7.0 g m－2（硫酸カリ）を施
用した。播種は 5 月 17 日（C1），6 月 7 日（C2），6 月 29 日
（C3），7 月 20 日（C4），8 月 10 日（C5）に行った。C2 区
が試験地の標準的な播種期に当たる。条間 60 cm,  株間
20 cm とした。試験区面積は 1 反復につきいずれの処理区
も 3.0 m×2.9 m（8.7 m2，5 条）で，各処理区 3 反復とし，乱
塊法で配置した。











京都世田谷区）で行った。6 月 15 日に苦土石灰 100 g m－2
を施用し，6 月 18 日に基肥としてリン酸 7.0 g m－2（過リン
酸石灰），カリ 7.0 g m－2（塩化カリ）を施用した。基肥と
して窒素は施用しなかった。赤玉土（富士見園芸）を詰め
たプラスチックトレーに 6 月 12 日に播種し，6 月 25 日に
条間 60 cm, 株間 15 cm で圃場に移植した。
　窒素施用量は 0，5，10，20 g m－2（それぞれ 0N, 5N, 10N, 
20N とする）の 4 段階設けた。窒素はそれぞれの施用量の
1/5 量相当の硫安溶液を，R2 となった 8 月 13 日から週 1
回ずつ 5 週連続で施用した。施肥日は 8 月 13 日，8 月 20 日，
8 月 27 日，9 月 3 日および 9 月 10 日であった。試験区面
135ダイズにおける器官別乾物重の相互関係
積は 1 反復につきいずれの処理区も 3.0 m×3.5 m（10.5 m2，
5 条）で各処理 3 反復とし，乱塊法で配置した。











かったものと考えられる（表 1）。とくに 2002 年はいずれ
の品種も収量が高かった。子実乾物重は全ての子実，整粒
収量は篩選で残った子実重を水分 14% に換算したもので




　1999 年のタマホマレおよび 2002 年の 3 品種では対照区
に比べて遮光区で総乾物重，子実乾物重，稔実莢数が有意
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10 August.    In 2012, non-nodulate  isoline of Lee was grown under  four  levels of nitrogen application.  
There were significant linear positive relationships between total dry weight and each organ dry weights 
or between dry weights of organs relative to each other.   Rates of each organ dry weight to total dry 
weight were not constant when total dry weight were less than 100 g plant－1  ;  leaf and stem rate were 
low and seed rate were high.   Although,  there were significant positive relationships between rate of 
vegetative organs or reproductive organs to each other, there were negative relationships between rate 
of vegetative organs and reproductive organs.  The correlation coefficient in organs rate were lower than 
that in dry weights.  The tendencies of these relationships in plant under short growth season conditions 
in 2003 were different to other conditions.  These results suggest that there were significant correlations 
in dry weight or rate of organs to each other, and these relationships may useful  for estimates of dry 
weight or rate of organs.  However, revision from data of plural organs needs to estimate more precisely 
under diverse conditions.
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